





文 学 部 紀 要
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―



















は、大判三枚続物をその中心に据えており、大判にせよ中判にせよ、 一枚物は付け足し程度の紹介に留まっている印象である。それは、一枚物が大判三枚続物に比べ、どうしても見劣りがするからであろう。その画面が小さいのは言うまでもなく、粗描な画も多いのが一枚物である。その代わり、戦況等を伝える文字情報を充実させているのだが、やはり画集という性質上、一枚物はその隅に追 やられ 結果となっている。　
だが、当時の人々は、 「西南戦争錦絵」を鑑賞用の美術品と




















揃物ごとに、集めて覧てい ことが適当 と考えた。そこで、それらを「西南戦争揃物錦絵」と仮称し、これまで収集・整理してきたその成果を、今後継続的に報告し いきたい。　
しかし、 「西南戦争揃物錦絵」と仮に称するものの、 「揃物」





































































































































ており、以降は刊行が途絶えたようである。そして、 「有のそのまま」もまた、 五月に入って刊行を途切れさせていた。だが、西南戦争報道に特化した錦絵新聞が皆無となったわけではなく、 六月に刊行が始まっ とみえる錦絵新聞 「征討電聞」 （大阪、沢田由松版）などもある。そして、 資料「夏陣
　
有のそのま
ま」二十一号、 二十二号、 二十三号の発見により、 七月以降「有のそのまま」が復刊したこと わか 。土屋氏の推測のように、政府関係機関からの干渉があったとするならば、その干渉はわずか一、 二か月ほどで機能しなくなったのかもしれない。　
ちなみに、 西南戦争期における貞信と金井徳兵衛との共作は、
「有のそのまま」 だけに留まらず、 実録風の読み物 『鹿児島電信』にも及んでいる。これまでは国立国会図書館が所蔵する同書六号までしか確認ができなかったが、北九州市立大学で七号を購
入することができ、少なくとも七号まで刊行されていたことがわかった。ただし、七号でも未完である。八号以降も刊行されたのかどうかはわからない。参考までに、 以下に『鹿児島電信』の書誌をまとめる
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